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本
部
は
七
月
十
四
日
第
二
六
回
定
期
大

会
を
福
岡
市
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
議

長
に
は
唐
津
支
部
増
本
代
議
員
、
鹿
児
島

地
本
中
野
代
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
六
名
の
代
議
員
よ
り
、
人
事・
賃
金
制
度

改
正
、
嘱
託
裁
判
等
、
活
溌
な
発
言
が
さ
れ

ま
し
た
。 

縫 

和
彦 

 
 

 
 

中
央
執
行
委
員
長
挨
拶 

 

定
期
大
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
代
議
員
・

傍
聴
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。

ま
た
、
お
忙
し
い
な
か
掛
け
つ
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら1

年
半
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
核
廃
絶
ど
こ
ろ
か
武

器
供
与
が
Ｇ
７
の
主
要
課
題
と
な
り
、
戦
争

は
長
期
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
が
長
期
化
す
る
な
か
、
岸
田
政
権
は
「
防

衛
関
連
３
文
書
」
を
閣
議
決
定
し
「
防
衛
費

の
増
強
」
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
国
会
は
、

憲
法
改
悪
に
向
け
て
、
具
体
的
に
動
き
始

め
ま
し
た
。
通
常
国
会
は
「
防
衛
費
財
源
確

保
法
」
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
」
「
改
正
入

管
法
「
｛
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
」
「
歳
費
法
」

な
ど
、
多
く
の
法
案
が
「
数
の
力
」
に
よ
り
成

立
し
ま
し
た
。
我
々
に
と
っ
て「
納
得
」
で
き

る
も
の
は
何
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
大
会
で
勝
ち
取
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て 

 

一
つ
は
、
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
を
守
る

闘
い
に
つ
い
て
。 

 

二
つ
目
は
、
職
場
運
動
を
更
に
強
化
し

『
共
に
動
く
』
運
動
を
拡
大
し
よ
う
。 

 

三
つ
目
は
、
人
に
や
さ
し
い
鉄
道
づ
く
り
を

具
体
化
し
よ
う
。 

 

四
つ
目
は
、
嘱
託
再
雇
用
社
員
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
で
す
。 

 

最
後
に
ユ
ニ
オ
ン
運
動
・
組
織
の
今
後
に
つ

い
て
で
す
。 

 

真
摯
な
議
論
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

  
 

「
来
賓」 

 

元
参
議
院
議
員 

 

吉
田
忠
智 

様 

 

唐
津
市
議 

 
 

 
 

伊
藤
一
之 

様 

 

こ
く
み
ん
共
済 

 
 

新
藤
大
一 

様 

 

九
州
労
働
金
庫 

 

桝
田
浩
士 

様 

 

Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

 

坂
口
理
恵 

様 

 

Ｊ
Ｒ
九
州
Ｏ
Ｂ
会 

 

小
椿
次
郎 

様 

  
 

『
メ
ッ
セ
ー
ジ』 

 

衆
議
院
議
員 

 
 

吉
川
は
じ
め 

様 

 

大
分
市
議 

 
 

 
 

馬
見
塚 

剛 

様 

 

こ
く
み
ん
共
済
福
岡
推
進
本
部 

 
 

 

本
部
長 

 
 

 

佐
田
正
二 

 

様 
 

  

◎ 

心
温
ま
る
連
帯
の
ご
挨
拶
並
び
に
メ
ツ 

 
 

 
 

セ
ー
ジ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

( 



代
議
員
発
言 

 
 

直
轄
支
部 

 

・
原
田
線
の
倒
木
事
故
、
沿
線

で
の
雑
草
問
題
、
信
号
喚
呼
標

す
ら
見
え
な
い
。 

・
要
員
問
題
、
若
手
社
員
は
年
休

を
流
す
人
が
続
出
し
て
い
る
。 

・
ワ
ン
マ
ン
自
動
放
送
故
障
で
も

数
日
運
用
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は

な
い
の
か
。 

・
組
合
費
改
定
支
部
は
、
全
面
的

に
協
力
し
て
い
く
。 

・
Ｄ
Ｃ
車
両
の
冷
房
対
策
い
つ
ま
で

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
の

か
、
根
本
的
な
対
策
が
必
要
。 

・
自
動
運
転
時
の
速
度
問
題
に
つ

い
て
。 

 

大
分
地
本 

 

・
省
庁
要
請
行
動
の
詳
細
を
教

え
て
ほ
し
い
。
心
臓
疾
患
時
等
の

復
帰
の
判
断
は
誰
が
行
う
の
か
。 

・
嘱
託
裁
判
の
取
り
組
み
経
過
に

つ
い
て
、
Ｏ
Ｂ
会
の
取
り
組
み
に
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。
今
後
は
人

証
人
へ
移
行
す
る
。
継
続
し
た
支

援
を
お
願
い
す
る
。 

・
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｂ

会
と
現
退
一
致
で
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
た
。
残
念
な
が
ら
吉
田

さ
ん
を
当
選
さ
せ
る
事
が
出
来

な
か
つ
た
が
、
次
回
参
議
院
選
で

当
選
を
勝
ち
取
り
た
い
。 

・
津
久
見
駅
人
身
事
故
に
対
し

て
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
「
つ
く
る
会
」
と
も
連
携

し
七
月
十
六
日
の
集
会
に
も
参

加
し
て
い
く
。 

・
大
分
駅
で
一
人
で
は
あ
る
が
頑

張
っ
て
い
る
。
駅
で
は
無
人
駅
が

進
ん
だ
結
果
、
定
期
券
販
売
が

忙
し
く
なっ
て
い
る
。 

 

熊
本
地
本 

 
・
嘱
託
裁
判
、
今
後
も
全
組
合

員
で
の
取
り
組
み
が
必
要
。 

・
統
一
地
本
選
挙
、
二
名
の
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。
市
議

の
方
と
利
用
し
や
す
い
駅
整
備
等

を
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

・
ワ
ン
マ
ン
運
転
時
の
取
り
扱
い
問

題
。
停
目
の
統
一
が
必
要
だ
。 

・
多
客
問
題
で
取
り
組
み
、
１
Ｂ

車
両
が
増
結
す
る
こ
と
が
出
来

た
。 

・
組
織
展
望
明
る
い
議
論
も
必
要

に
な
る
。 

・
肥
薩
線
複
旧
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
今
後
も
地
域
の
方
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。 

 

長
崎
地
本 

 

・
体
力
が
続
く
限
り
７
０
歳
ま

で
頑
張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

・
会
社
は
、
意
見
交
換
会
を
開
い

て
い
る
が
何
の
た
め
に
や
つ
て
い
る

の
か
。 

・
訴
訟
団
の
一
人
と
し
て
頑
張
っ

て
い
る
。
特
休
増
に
繋
が
っ
た
が
、

職
場
で
は
年
休
が
取
れ
な
い
、
要

員
が
増
え
な
い
限
り
こ
の
状
態
は

続
く
。 

・
八
月
に
四
年
ぶ
り
の
平
和
集
会

を
開
催
す
る
。
参
加
し
て
ほ
し

い
。 

・
職
場
で
全
社
員
へ
、
声
掛
け
を

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
春
の
春

闘
掲
示
で
は
手
書
き
の
情
報
を

出
し
注
目
を
さ
れ
て
き
た
。 

 

鹿
児
島
地
本 

 

・
組
合
費
改
訂
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
等
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
組
織
改
革
も
大
胆
に
行

う
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
。 

・
勤
務
認
証
に
つ
い
て
、
自
然
災
害

時
、
出
勤
で
き
な
い
場
合
の
取
り

扱
い
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。 

・
要
員
問
題
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
に

マ
ル
車
教
育
、
線
見
す
ら
行
え
て

い
な
い
の
に
安
全
創
造
に
出
さ
せ

て
い
る
。 

・
特
急
ワ
ン
マ
ン
、
不
正
乗
車
が
常

態
化
さ
れ
て
い
る
。
特
改
行
路
で

５
万
～
６
万
の
収
入
が
出
て
い

る
。
会
社
は
収
入
確
保
と
い
う

が
、
問
題
あ
り
だ
。 

・
お
れ
ん
じ
鉄
道
へ
の
出
向
者
の

労
働
条
件
が
あ
ま
り
に
も
か
け

離
れ
て
い
る
。
本
部
は
上
申
し

た
。 

・
組
合
員
か
ら
の
要
求
と
し
て
、

自
車
扱
い
を
全
車
扱
い
へ
。
折
り

返
し
作
業
を
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト

へ
戻
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
一
両
作

業
時
分
を
延
長
し
て
ほ
し
い
。 

 
 一

六
名
の
代
議
員
か
ら
の
発
言

は
、
大
会
発
言
や
労
働
協
約
改

訂
と
し
て
、
会
社
へ
申
第
一・
二
号

と
し
て
申
し
入
れ
い
き
ま
す
。 

 

本
部
答
弁 

・
職
場
か
ら
の
取
り
組
み
の
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。
今
後
も
共
に

動
く
運
動
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。 

・
嘱
託
裁
判
等
全
員
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

 

岩
谷
文
之 

書
記
長 

 

 
 

 

総
括
答
弁 

・
社
員
や
利
用
者
か
ら
の
意
見
を

無
視
し
て
ま
で
実
施
す
る
効
率

化
に
反
対
し
て
い
く
。 

・
人
事・
賃
金
制
度
改
正
は
、
総

人
件
費
の
削
減
で
あ
り
、
交
渉
を

継
続
し
て
い
く
。 

・
平
和
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、

日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
代
理
戦
争

へ
巻
き
込
ま
れ
て
い
るy

。
平
和
を

希
求
さ
れ
て
い
る
方
と
連
携
し
て

い
く
。 

・
組
合
費
改
訂
に
つ
い
て
、
職
場
討

議
を
お
願
い
し
た
い
。
本
部
も
必

ず
参
加
し
て
い
く
。 

  

【
２
０
２
３
年
度
新
役
員
体
制】 

 
 

委
員
長 

 
 

 

縫 

和
彦 

 
 

副
委
員
長 

 
 

中
江
一
貴 

 
 

 

〃 
 
 

 
 

 

嬉
野
正
行 

 
 

書
記
長 

 
 

 

岩
谷
文
之 

 
 

執
行
委
員 

  

田
中 

勇 

 
 

 

〃 
 
 

 
 

 

花
牟
禮
聡 

 
 

 

〃 
 
 

 
 

 

上
田
年
美 

 
 

 

〃 
 
 

（
新）
山
元 

竜 

 
 

 

〃 
 
 

 
 

 

島
田
正
晴 

 
 

会
計
監
査 

 
 

池
田 

亨 

 
 

 

〃 
 
 

 
 

 

岩
崎
正
登 

 
 

特
別
執
行
委
員 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

中
村
逸
郎 

 
 

 

〃 
 
 

 
 

 

村
口 

康 
 
 

 
 
 

 
 

 

〃 
 
 

 
 

 

草
柳
昌
二 

  

＊
特
別
執
行
委
員
の
中
村
可
孝 

 
 

 

さ
ん
は
、
今
回
で
退
任
い
た 

 
 

 
 

 

し
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し 

 
 

 

た
。 
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